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韓国カトリック・コットンネ大学の学生・教職員との交流

　本学の学園祭「青空祭」でＨＩＶ/エイズ啓発活動を行いました。看護学科2年生有志と新潟市保健所との
官学協働プロジェクトとして今年で2年目の取組みです。学生らは事前に保健所見学や学生への意識調査も
実施し、より伝わる工夫を検討しました。
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　本学と交流協定を結んでいる韓国のカトリック・コットンネ大
学（CKU）の看護学生10人と教職員2人が7月2日から7月6日の期
間、新潟青陵大学を訪問しました。
　CKUの学生・教職員が最後に大学を訪問したのが2017年で、
その後covid-19のために中止していたので7年ぶりの訪問です。
　訪問の期間中、CKUの学生・教職員と本学の学生・教職員が専
門的な内容や文化的な内容を話し合う等、有意義な交流を行いま
した。
　また、CKUの学生・教職員は新潟市内の福祉施設や病院を訪
れ、日本の福祉・医療についての研修や、新潟市内の小学校を訪
問し、韓国の遊びを通した文化交流を行いました。

　来場者は約200名。学生らはシールラリーなど自分
たちも来場者も楽しめる活動を実践しました。また
保健所保健師との協働経験を通して保健師や予防活
動への理解も深まりました。
　また、助産師を目指す看護学科3年生15名が、実習
の一環として性と生殖に関する健康支援プログラム
を実施しました。妊娠・出産・子育て、プレコンセ
プションケア、性の多様性、子ども虐待防止に関す
るポスターや配布資料、体験コーナーを1か月以上か
けて企画、準備しました。
　来場した大学生らとともにリプロダクティブヘル
ス/ライツについて考える経験は、企画した学生にと
って助産師という専門職の役割に気付く貴重な機会
にもなりました。


